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1 はじめに

日本では 2020年に大学入試センター試験が廃止され，
新しい大学入試へと切り替わる．それは大学入学共通テ
ストといわれ，従来のマーク式の問題だけではなく記述
式の問題が加わる．このテストの導入により「知識・技
能」だけでなく，「思考力・判断力・表現力」がより一層重
視された試験となるだろう．中央教育審議会からも「主
体的・対話的で深い学び」の視点になった授業改善が求
められており，それが反映された授業や入試に変わって
いく．[1]
また中国には,全国大学統一入試と呼ばれる大学入試試
験がある．この入試は世界で一番難しいとされ，日本より
もさらに受験戦争が激しいと言われている. また，OECD
による学習到達度調査 (PISA)によると近年中国は上位
に入ってきており，特に上海は 2012年度の調査で数学的
リテラシー・読解力・科学的リテラシーのすべての分野
で 1位を獲得している．[2] この結果からも中国の教育が
優れたものになってきていることがわかる．本研究では，
中国の数学教育と大学入試問題について調べるとともに
私が日本で受けた教育課程を比較し，中国の優れている
点を考察していく．

2 教育課程の比較

日本と中国の教育課程にあまり違いは見られなかった.
どちらも義務教育は 9年間で,学校体制は基本的に 6-3-3
制であった. 国が教育課程を示していることや,教科書が
検定制度なのも同じであった. それに対して日本も中国
も国の目標に従いつつも各地方や各学校にある程度の自
由はあることもわかった.
相違点としては,中国の場合中学校の段階で初級中学と
職業中学に分かれる. 日本には義務教育段階の中学校で
このように分かれることはない. また,中国の場合小学校
の段階から教科担任制が採用されており,日本の日本と比
べるとより年齢の低い時から専門的に教えられているこ
とがわかった.
中国の地方の基準は課程標準といわれるが,これは北京
と上海で定められている. これによりより高度な教育が
行われ,その結果,2009年の PISA学力調査では,読解力・
数学的リテラシー・科学的リテラシーのすべての分野で
上海が 1位となっている.(図 1)

図 1 PISA2009年調査　結果 [2]

しかし,中国全体では学力差が大きく,北京・上海・江
蘇,広東が参加した 2015年度の PISA学力調査ではかな
り順位を落としてしまっている.(図 2) 中国は都市部と農
村部の経済的な格差が大きい. その影響もあり,都市部と
農村部での学力格差も大きくなっているのが中国の特徴
だろう.

図 2 PISA2015年調査　結果 [2]

3 カリキュラムの比較

日本は数学 Iもしくは数学活用が選択必修科目になっ
ておりその他は選択科目となっている．中国は第一冊上
冊から第二冊下冊までが必修科目となっており第三選択
Iと第三選択 IIが選択必修科目となっている．中国は日
本よりも数学の必修科目が多いことがわかる. 中国の必
修範囲はは日本の数学 IIIを除いた範囲で，それを文系・
理系を問わず全員が履修しなければならない．さらに中
国で選択となっている第三選択 Iと第三選択 IIについて
も文科系の生徒が選択 Iを履修し,理科系の生徒が選択 II
を必ず履修することになっている．以上から中国の数学
教育は日本に比べても学習内容が多いことがわかる．
また日本は数学 I,II,IIIと段階的になっており,数学Ａ，
Ｂはそれぞれ独立している．しかし中国の場合特にその
ような分け方はなく，それぞれの単元の具体的内容が授
業では展開されている．
目標については日本,中国ともに基本的な知識・技能の
学習があげられている. しかしそれに加え中国の目標は,
思考や創造意識などの精神的な面の目標もより多く記述
されている. 中国の目標の方が知識・技能の習得だけで
なく,それを用いてどのように考えてほしいかを含めてい
る内容となっていることがわかる.

4 大学入試の比較

日本は全国統一の大学入試センター試験のみならず,そ
の後の二次試験やまた各大学独自の一般入試,推薦入試や
AO入試など多くの受験方法がある. それに対して,中国
の大学入試は全国大学統一入試の一つのみである. また,
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受験人数も大きく異なり全国大学統一入試は大学入試セ
ンター試験の受験者の約 18倍となっていた. 受験者数が
多く、またこの 1度の入試で合格する大学が決まること
が世界一難しいといわれる理由ではないだろうか. さら
に大学入試センター試験はマーク式のみの試験であるの
に対し,全国大学統一入試はマーク式と合わせて記述式の
問題も出題される. これは中国と日本の目標を比較する
と,中国は日本に比べて精神的な面の目標がより多く記述
されてた. 中国の入試には記述式問題という形でその目
標が達成されているかが計られている. 日本のセンター
試験にはそのような思考力などを計る問題は含まれてい
ないが,日本の場合各大学が独自の試験を課すことができ
る. それにより各大学の判断により記述式の問題を課す
ことで受験者のそのような能力を計ることも可能である.
また,日本の大学入試センター試験が大学入学共通テス
トに代わる. それにより記述式の問題が課せられるよう
になる. これは日本が思考力や判断力を重視した学習指
導要領に変わってきているためだと考えることができる.

5 入試問題の比較

数列の問題について比較していく. 大学入試センター
試験の場合,マーク式のためすべての問題の解き方の道筋
が記載されている. 条件から二つの数列の初項と公差,公
比,そして和を求めている.その後求めた和を用いて新た
な数列を作り,その数列の一般項を求めた.
全国大学統一入試の場合,記述式の問題である. 漸化式
から一般項を求めさせたあと,その一般項を用いた証明問
題となっている. 証明問題には奇数偶数での場合分けな
どがあり,また大小関係を考える際に範囲を工夫する必要
があり複雑なものとなっている.
これらの違いは,それぞれの国の数学の目標にあると考
える. 日本と比べて中国の目標には基礎的な知識・技能
に加え思考や創造意識など精神的な内面についても記載
されていた. そのため全国大学統一入試では求めた数列
を用いて証明することで受験者の思考などを評価してい
ると考えることができる. 他の問題を比べても,全国大学
統一入試では証明問題が多いように感じた. また,全国大
学統一入試は全 22問,センター試験は全 4問解くことに
なっている. 全国大学統一入試は答えのみを解答する小
問と記述式の問題の二種類がある. それに対して日本の
センター試験は必修問題 2題,選択問題が 3題中 2題の
選択となっている. 全国大学統一入試はすべての問題が
必修問題になっているがセンター試験は選択問題がある
というのも異なる点だろう. 中国では日本と比べ必修科
目が非常に多く,日本では選択科目が多い. センター試験
で選択問題なっている部分は選択科目の分野である. ま
たその内容も各学校で選択して教えることが可能である.
なので選択問題にせざるをえないと考えることができる.
問題の難易度的には日本には 2次試験があることを考
えるとそこまで大きな差はないように感じる. しかし,日
本と中国の高校数学の目標やカリキュラムの特徴を考え
ると違いがあった. 全国大学統一入試も大学センター入
試もそれぞれの定められた目標が達成できているかどう
かを判断することができる試験となっている.

6 おわりに

中国の大学入試を見ると，記号の表記の違いなどに差
はあるものの難易度にはあまり差が見られなかった．中
国の大学入試が世界一難しいといわれる理由は問題の難
易度ではなく，受験者数が多いことから希望する大学に
入学することが難しいのではないかと考える．また,難易
度は異なったが出題内容には違いがみられた. 日本も中
国もそれぞれの目標が達成できているかどうかが評価基
準になるためそれを評価することのできる試験となって
いた. 記述式の問題は日本のセンター試験にはないが，各
大学が課す個別試験には含まれている．センター試験は
廃止され，2020年度より新テストを導入しそこでは記述
式の問題が出題される予定である．新たな学力を目指し
自らの考え方をまとめる力や，相手に理解してもらえる
ように伝える力，つまり思考力・判断力・表現力を身に
つけることが大切になっている．それを身につけるため
には新しい学習指導要領でも示されているように「主体
的・対話的な深い学び」を行う必要がある．ただ知識を
断片的に覚えるだけではなく，系統的に学習し数学の面
白さに触れることのできるような教育方法を考え，それ
を実践していくことが今後必要になってくるだろうと考
える．
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